
  

 

                         

 

                             

１ 学校地域の概要 

  ＰＴＡ会長   伊藤 茂 

  学 校 長   宇野孝一 

  生徒数     ４３５名 

           １年１４３名 

           ２年１４８名 

           ３年１４４名 

  家庭数     ３９３世帯 

  教職員     ３７名 

 

本校のある山口県萩市は県北部に位置し、明治維新胎動の地として、季節を問わず多くの

観光客が訪れる観光の町である。平成 27年には、明治日本の産業革命遺産が世界遺産に登

録された。また、今年度は萩阿武一帯が「萩ジオパーク」として日本ジオパークからの認定

を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は、その萩市の中心部に位置し、明倫小学校（一部）、椿東小学校、椿西小学校区の

生徒が通学しており、全校生徒 435名の中規模校である。吉田松陰先生を祀った松陰神社の

お膝元にある学校ということもあり、「至誠」を校訓とし、学校教育目標を「ふるさと萩を

愛し、志に生きる」としている。生徒は明朗活発で礼儀正しく、文武両道、進取の気風をも

って学校生活を送っている。 

平成 26年度から学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールとしてスタートして、

今年で 5年目になる。保護者や地域の教育に関する期待は高く、ＰＴＡ活動や学校の地域応

援団である「てごの会」の活動もたいへん盛んである（※「てご」は山口の方言で「手伝う」

意味）。この「てごの会」は平成 19年度からＰＴＡ活動の中の「父親・母親委員会」の有志

が母体となり、「とりあえず学校を覗いてみよう」と始めた活動をきっかけに、子どもが卒

業した後もＰＴＡのＯＢ・ＯＧとして残ることで結成された。現役のＰＴＡから「てごの会」

に移行していくことで、子どもたちに関わりのある様々な取組を理解していただいた上で、

学校行事やＰＴＡ活動に様々な支援をいただいている。 

 

ＰＴＡと生徒会がともに考える活動の推進 

 

 

萩東中学校 PTA 

 

 

 

平成３０年度 



２ ＰＴＡ組織と主な事業について 

（１）萩東中学校ＰＴＡ組織図 

 

（２）各専門部会の主な活動 

<総務部> 

◎ 会員研修の促進 

   ・ 研修視察の実施   

・ 各種研修会への参加ならびに研修会の開催 

◎ 文化祭バザーの企画・運営（学校給食部と連携） 

◎ 「保護者カフェ」の手伝い 

◎ 各部名札等の作成 

◎ エコキャップの回収（インクカートリッジ含む） 

<広報部> 

◎ 号外（5月）・会報「ＨＡＧＩ Ｅａｓｔ」の発行（年 3回） 

◎ 広報誌づくり研修会 山口市教育会館（県ＰＴＡ連合会主催）への参加 

<保健体育部> 

◎ 学校保健委員会への協力と充実 

◎ ＰＴＡ奉仕作業の主催（8月下旬） 

◎ 学校行事（2年生萩往還等、体育的行事）への協力 

◎ 体育祭ＰＴＡ競技の企画、使用後の光塩グラウンドの整備 

◎ 古紙回収リサイクル活動（毎月第 2 週をリサイクルウィークとして活動） 

<学校給食部> 

◎ 給食試食会の運営（今年度 1回目はＰＴＡ総会の日に実施） 



◎ クッキング研修会の実施 

◎ 文化祭バザーへの協力 

◎ 食育についての啓発活動 

◎ 学校給食部だよりの発行（年 3 回） 

<校外指導部> 

◎ 河川海岸一斉清掃（7月）への協力 

◎ 地区懇談会の企画・進行 

◎ 夏季の夜間街頭指導活動～非行防止・生活指導 

◎ 交通事故防止・不審者対応校外指導・あいさつ運動 

◎ 学校生徒指導部との連携 

◎ 地域協育ネット（夏柑ネット）の活動への協力 

<学年代表として> 

◎ 学級ＰＴＡ・学年ＰＴＡの企画・運営 

◎ 運営委員会への参加 

◎ 1年部は 3学期に修学旅行の業者選定に参加 

◎ 卒業式での保護者代表あいさつ者の選考・決定 

◎ 年度末の学年監査 

 

ＰＴＡ関連行事（平成３０年度予定） 

期   日 内       容 

５月１３日（日） 

 

   ５月２６日（土） 

６月 １日（金） 

６月 ８日（金） 

   ７月7･14･21･28日  

   ７月 ８日（日） 

７月１２日（木） 

７月１４日（土） 

    ８月1･2･3･6･7日 

   ８月２６日（日） 

    ９月 ９日（日） 

  １０月 ３日（水） 

 １０月２０日（土） 

   １０月２８日（日） 

  １１月１８日（日） 

   １月３１日（金） 

   ２月 １日（金） 

   ３月 ２日（土） 

給食試食会 

ＰＴＡ総会 14:10～ 

 第２学年「萩往還を歩こう」への協力 

ＰＴＡ役員懇親会  

「てごの会」 総会及び懇親会 

 土曜夜市夜間巡回指導 

萩市河川海岸一斉清掃 

 第１回学校保健安全委員会 

 ＰＴＡクッキング 

 萩夏祭り夜間巡回指導 

 ＰＴＡ奉仕作業 

 体育祭への協力 

 ＰＴＡ研修視察（湯田中、ゆめ花博） 

萩市ＰＴＡ連合会会員研修会 

文化祭、ＰＴＡバザー 

 人権参観日・公開講座 ＜オープンスクール＞ 

 第２回学校保健安全委員会 

 ＰＴＡ役員懇親会 

 ＰＴＡ作業 

    ※ 毎月第 2週古紙回収リサイクルウィークを実施 

      毎月「保護者カフェ」を実施 

 

 



３ 研究テーマ設定の理由 

コミュニティ・スクールとして 5年目を迎えた本校では、本校ＰＴＡのＯＢの会「てごの

会」を中心に、子どもたちにかかわりのある地域の様々な団体や関係機関を巻き込みながら

子どもたちの成長を見守ってきた。そうした中で、現役ＰＴＡ会員の活動の活性化、そして、

本校生徒会活動の活性化をはかるために、ＰＴＡと生徒会がともに考え、ともにつくりあげ

る活動の充実を図っていきたいと考え「ＰＴＡと生徒会がともに考える活動の推進」という

テーマを設定した。特に本校行事である人権教育参観日を中心に、本年度は生命（いのち）

の大切さを、生徒、保護者、教員がともに考えることのできる具体的な活動をすすめていっ

た。 

 

４ 具体的な活動内容 

（１）生命（いのち）に関する講演会の開催 

 活動の推進のため、11月 18 日（日）の人権教育参観日に一般社団法人「ここから未来」

の篠原真紀さんによるいじめに関する講演会

を実施し、生命の尊さについて考える機会をも

った。この日は講演会の前に、講演の内容につ

ながる授業が各学年で行われ、多くの保護者が

授業の様子を参観した。 

 

      授業の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

講演会の講師の篠原真紀さんは、2010年 6月に、当時中学校 3年生だった息子さんをいじ

めが原因の自死で亡くされている。「困っている人を助ける。人の役に立ち優しくする。 

それだけを目標に生きてきました。」という息子さんの思いを継ぎ、いじめをなくす活動に

関わっておられ、今回は「いじめについて一緒に考える」というテーマで、母親としての願

い、想い、経験を伝え、いじめについて生徒、保護者と一緒に考える講演を行ってもらった。 

残された友人からの視点や想いも映像によって伝えられ、その影響も大きかった。 

      講演会の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

学年 授業の内容 

１年 私もいじめた一人なのに 

２年 いじめといじりについて考える 

３年 私の妹 



生徒の感想 

・今日の講演会は､実際に子供を亡くされた方の話で、心に刺さるものがあった。いじり

がエスカレートしていじめになり、それが原因で自殺しているので、相当心の中に抱え

ているものがあったのだと思う。今日の話を聞いて大切だと思ったことは嫌なことはき

ちんと嫌と言えることだと思う。注意をしたり、止めたりすることも大事な力だと思っ

た。今日の話をきっかけに、周りで困っている人がいないかを確かめ、真正面から相談

にのってあげたいと思った。いじめる側は自覚がなく、楽しんでいるかもしれないが、

やられている人にとっては苦痛になっていることを忘れてはいけない。（３年男子） 

・今日は、このような講演会があったこと、とてもうれしく思っている。15年間で人に対

して、いじめのことについて一番考えた。僕はいじめがあったら絶対に止めていきたい。

自分も相手も大切にして生きていきたい。些細なことでも困っている人がいたら、しっ

かりと相談にのってあげたい。そのためにしっかり人とコミュニケーションを取り、勉

強し、いろいろなことを吸収して、相手を助けられるような大人になりたい。「いじめ、

いじりは絶対ダメ！」学びました。ありがとうございます。（３年男子） 

・道徳の授業で、いじめだけでなく、いじり、からかいもいじめと変わらない、いじめら

れている側からしたら、とても苦痛であることを知った。授業の中でいじめは苦痛を感

じるけれど、いじり、からかいは苦痛を感じないという意見があったが、私は違うと思

った。講演会では、いじめによる自殺で息子さんを実際に無くした講師の方からお話を

伺い、実際に起こったいじめによる自殺の深刻さを感じることができた。残された遺族

の悲しみ、そして何より亡くなられた息子さんの苦しみを知ると、とても胸が痛くなっ

た。もしこれから、このようないじめで苦しんでいる人を見たら、すぐに助けようと思

った。さらにいじめを広げないためにも普段から気をつけていきたい。（２年女子） 

・私は今回の篠原さんの講演を通して、いじめの恐ろしさを改めて知ることができた。そ

して、いじめがたくさん起きている現状にとても残念な気持ちでいっぱいになった。篠

原さんが言われていたように、いじめられている人を黙って見ているだけではなく、側

にいてあげたり、話を聞いてあげたり、少しでもいじめられている人の心に寄り添うこ

とが大切だと感じた。これまでにいじめで尊い命が消えている。人の気持ちをもっと考

えることが大切だと思った。（２年女子） 

・今日の講演会で、いじめられている人の悲しみや恐ろしさなど、改めて知ることができ

た。暴力や無視などいろいろあるけど、私は悪口が一番いけないと思う、体には傷は残

らないけど、心の傷が大きいと思う。いじめによって自殺してしまう人が、日本で年間

約 600人と聞いて驚いた。その分悲しい思いをした人もたくさんいると思う。ちょっと

したからかいでもいじめにつながってしまうので、今後の生活で、自分の言動が本当に

それでいいのか考えながら生活をしたいと思った。過去には戻れないので、後悔のない、

悲しい思いをする人がいない生活をしたい。 

 

（２）生命（いのち）のメッセージ展の開催 11月 16日（金）～11月 22日（木） 

  人権参観日に併せて、その前後の 1週間に、校内にて「生命のメッセージ展」を生徒会

主体で開催することで、生徒達に命の大切さや当たり前にあるもののありがたさなどを実

感してもらいたいと考えた。夏休み中から少しずつ準備を進め、ＰＴＡと生徒会で何度か

話し合いの場をもちながら、展示、紹介、広報の仕方など、生徒達の考えを生かすことを

最優先として取り組んだ。ＰＴＡは、外部機関との交渉や金銭的な面をサポートした。 

 



・生命のメッセージ展とは? 

  犯罪・事故・いじめ・医療過誤・無差別殺人・一気飲ませなどによって理不尽に生 

命を奪われた犠牲者の等身大の人型パネルを展示し、その胸元に本人の写真や家族の 

言葉を貼り、足下には「生きた証」の靴を置いて生命の大切さを訴えかけるものである。 

2001年にスタートし、交通安全・犯罪被害者支援・人権啓発を目的とした各種イベ 

ントに活用されている。 

  

①事前打ち合わせ 

9月 18日（火）教員とＰＴＡ、グリーフサポー 

  トやまぐち担当者との打合せを行った。大まかな日 

程と、生徒会、ＰＴＡでどのようなことができるか 

を検討した。 

同日午後より、生徒会執行部役員に、「生命のメ 

ッセージ展」の意義についてグリーフサポートやま 

ぐち担当者に説明していただき、ＰＴＡとともに今 

後の予定を立てた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ②生命（いのち）のメッセージ展の周知  

  ポスターを生徒会が中心となって作 

成し、全校生徒へ配付するとともに、 

11月 10日（土）～11日（日）に行わ 

れたふるさと祭りで来場者に配付して、 

地域へのメッセージ展の周知を図った。 

また、生徒会執行部代表が、萩市のコ 

ミュニティＦＭ放送局に出向き、「生命 

（いのち）のメッセージ展の説明を行 

い、来場を呼びかけた。                     

 

 

 

 

 

 

 

 



 ③会場準備 

   11 月 15 日（木）午後から「生命のメッセージ展」の展示準備を生徒会執行部生徒と

ＰＴＡ、グリーフサポートやまぐち担当者と行った。当初は何をどうしたらよいか分か

らず戸惑っていた生徒達も、丁寧な説明を受け、自ら進んで会場の準備を行った。パネ

ルの胸元にある家族からのメッセージを真剣に読み行っている姿が印象的だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④会場の様子 

  16 日（金）から展示を始め、22 日（木）までの 7 日間の間、生徒、教職員、一般の

方約 200名がメッセージ展を見学し、生徒一人ひとりが、ハート型に切り抜いて用意し

たメッセージカードに、感想やメッセージを書き込んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤会場の片付け 

   22 日（木）16 時から生徒会執行部生徒・ＰＴＡで片付けを行った。一つ一つの展示

パネルに感謝しながら大切に片付けていった。 

 

 

 

 

 



⑥ＰＴＡ広報誌「ＨＡＧＩ Ｅａｓｔ」65号での掲載 

   当日の様子はＰＴＡ広報誌にも掲載し、活動の周知を図った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

毎年、人権教育参観日が行われるが、今年度は、特に生命の大切さについてともに考える

ために、「生命に関する講演会」「生命（いのち）のメッセージ展」を行った。生命の大切さ

については、分かっていても実感できないことが多いが、今回の講演や展示を通して、生き

ることの大切さ、生命があることのありがたさを実感してくれたように思う。この活動には

かなりの経費が必要であり、山口県ＰＴＡ連合会の活動助成金を受けることができ、たいへ

ん助かった。今後も、萩東中学校の教育活動の充実に向けて、こういった活動を定期的に行

うことで、ＰＴＡとして学校をさらにサポートし、子どもたちの生きる力の育成に力を入れ

ていきたいと考えている。 


